
(1) 担当支部 首都圏－１ 11955
分水嶺区分 2005年 9月7、18日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
近藤善則 12489
羽鳥和江 13496
西村智磨子 11955

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 林道終点 139 56 37 9 55.95 1300 13:00 13:12

鏡沼 139 57 34.76 37 9 32.40 1560 14:20 A-1
分水嶺到達点稜線（鏡沼口） 139 57 46.85 37 9 29.01 1660 14:50 A-1
E324 須立山 139 57 45.45 37 9 44.94 1720 15:25 A-1

笠ｹ松山 139 57 45.45 37 9 44.94 1640 15:55 A-2
坊主沼避難小屋 139 57 37 10 31.93 1580 17:00 6:00 A-2

　 旭岳分岐（45） 139 57 37 10 56.19 1550 　7:28 B-1
三角石（46） 139 57 37 10 50.62 1750 　8;10 8:15 B-1

E323 旭岳山頂 139 57 37 10 50.86 1835 　8:30 9:00 B-1
イルカ石（48） 139 57 37 10 35.93 1717 　9:35 B-2
ﾎﾟｲﾝﾄ49 139 57 37 10 28.19 1679 10:05 B-3
ﾎﾟｲﾝﾄ50 11:00 B-3

分水嶺離別点登山道 139 57 37 10 32.19 1590 12:00 B-3
坊主沼避難小屋 139 57 42.84 37 10 31.93 1580 12:15 13:10 A-2

歩行終了点 林道終点 139 56 37 9 55.95 1300 17:00

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点
ｺｰﾄﾞを記入してく
ださい

点名 等級 方位

E323 旭岳 ３ ０

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

人工物は認められない。

総歩行時間（休憩時間を除く）：

甲子山
42.78

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名

(8)～(11)の特記
事項等との関係

事務局整理記入欄

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

甲子山

那須岳 39.64
11時間0分

保存
状況

良好

那須岳

過する。　ここでの取水は可能。
分水嶺上は、水は全く認められず、飲料水は取得できない状況。　坊主沼避難小屋から分水嶺ポイント45に至るまでに小沢を通

したﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ、ﾂﾂｼﾞ、ｲﾇﾂｹﾞ、ﾊｲﾏﾂ、他、イネ科の草類他が見られた。旭岳山頂からﾎﾟｲﾝﾄ48までは踏み跡あり。 そこより以南は、

   写真説明：　

はずれたものとなって利用されている。今回、旭岳山頂を踏み稜線ルートを完全に踏査し、分水嶺稜線を踏破した。
このコースは、通常旭岳頂上を通過せず、旭岳東側を通る登山道ルートにより、甲子山と三本槍岳間が結ばれており、分水嶺から

甲子山
甲子山
甲子山

甲子山
甲子山
甲子山

３名

地理ｸﾗﾌﾞ－15
快晴

会員番号：西村　智磨子
(3)山行日：鏡沼口～E324須立山～E323旭岳～1590m地点

非難小屋泊

1/2.5万地形図、甲子山に記されいてる福島県南会津郡下郷町野際新田を通り大峠に至る林道途中より、鏡沼を経て分水嶺上にたどり着く。

甲子峠側、旭岳分岐（ ﾎﾟｲﾝﾄ、45）から旭岳山頂（ポイント47）を経由し、E324方向の分水嶺稜線の踏査。
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29.24

甲子山

A

経度E
秒

甲子山

甲子山
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36.03
33.20

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

43.06

39.64

42.84
49.50

甲子山

分水嶺上の植生は、稜線ﾎﾟｲﾝﾄ45から46ﾎﾟｲﾝﾄ直下標高1700㍍あたりまではﾌﾞﾅ、ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ等広葉樹林。以後頂上までは、低木化

踏み跡全くなく、背丈をはるかに超すｻｻ、ﾂﾂｼﾞ、ｲﾇﾂｹﾞ､ｼｬｸﾅｹﾞ、ﾊｲﾏﾂ､ｲﾁｲ、ﾌﾞﾅなどの潅木を含む猛藪。

特記事項
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